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はじめに 

 

近年、地域社会の基盤である公共交通は、自動車に依存するクルマ社会の進展や人口減

少、少子高齢化等が進む中で、維持していくことが厳しい状況にあります。 

本町におきましては、平成１７年１１月から平野部のコミュニティバスの運行をスター

トし、さらに平成２５年１２月には山南地区のコミュニティバスを開始することにより、

三木町全域においてコミュニティバスの運行を行ってまいりました。 

しかしながら、コミュニティバス利用者は平成 26 年度を境に減少しており、現状のま

までは公共交通体系を将来的に維持していくことが困難な状況となっております。今後、

コミュニティバスを含む持続可能な公共交通サービスを提供し続けるためには、交通事業

者や関係機関さらには住民の皆さまと協力・連携しながら利便性を向上させ、新しい三木

町スタイルの地域公共交通体系の再構築を進める必要があります。 

本町では、令和２年３月に三木町地域公共交通網形成計画（後に三木町地域公共交通計

画に改訂）を、令和３年３月には町の最上位計画である「第２期三木町まち・ひと・しご

と創生総合戦略」を策定し、人口減少の克服と将来にわたって活力ある地域社会を維持す

ることを目的とした施策を行うとともに、地域公共交通の課題解決に向け議論を進めてお

ります。 

今後は「第２期三木町地域公共交通計画」に基づき、本町が掲げた「地域住民・交通事

業者・行政が連携し、みんなで“つくり・つかい・育てる”公共交通網の形成」の実現に向

け、ICT などの技術の進歩、法律の規制緩和などの時代の変化にも対応・順応しながら三

木町のための公共交通ネットワークの構築に取り組んでまいります。 

 

令和７年●月 

                            三木町長 伊 藤 良 春 
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 三木町地域公共交通計画について 

（１） 背景と目的 

 

本町では、民間バスの路線廃止に伴い、公共交通空白地帯を解消するために、ルート・

ダイヤ・運賃等を検討し、平成 17 年 11 月から平野部において、コミュニティバスの運

行を開始しました。平野部のコミュニティバスではことでん学園通り駅を拠点とし、香川

大学医学部や町役場、大型商業施設等にアクセスするための重要な手段として町の生活交

通軸として利用されております。 

 

また、小蓑や奥山などの山南地区においてもコミュニティバスの試験運行を平成 24 年

から開始し、翌年 10 月から、山南地区コミュニティバスの本格運行をスタートさせ、山

南地区と町の中心部を結ぶ交通軸として重要な役割を果たしております。 

しかし、収支率においては、令和３年度以降平野部・山南地区ともに 10％を下回ってい

ることから、将来的に持続可能な状況であるとは言い難い状況であります。 

 

国におきましても、本町のような厳しい地域交通の維持確保のしくみづくりなどを支援

するため、平成 25 年に交通政策基本法を制定し、また、平成 26 年には地域交通の活性

化及び再生に関する法律の改正を行うなど地方公共団体が「地域公共交通計画」を策定し、

まちづくりと連携した公共交通に関する取組を進めるよう促しております。 

 

こうした状況を踏まえ、本町では令和２年３月に三木町地域公共交通網形成計画が策定

され、後に三木町地域公共交通計画に改訂されました。地域公共交通計画は地域公共交通

の現状・問題点、課題の整理を踏まえ、持続可能な公共交通ネットワーク全体の構築に向

けた総合的な交通施策を推進するため、地域全体の公共交通の在り方、住民・交通事業者・

行政の役割を定めるものです。また、まちづくりとの連携や地域現況を考慮し、面的な公

共交通ネットワークの再構築を検討することで、公共交通ネットワークの利便性や効率性

の向上をさせることを目的とするものであります。 

今後も、国の動向や各種上位関連計画、地域の現況などに合わせて随時計画の見直しを

行い、時代の変化に合わせた公共交通に関する取組を推進していきます。 
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（参考）地域公共交通計画の考え方 

 

 

図 1.1 地域公共交通計画のポイント 

 

出典：国土交通省 令和５年度 公民連携セミナー（ふるさと財団）地域公共交通の「リ・デザイン」 
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（２） 上位関連計画等 

⚫ 三木町都市計画マスタープラン：平成 25年 3 月策定 

1) 広域的な位置づけ 

都市計画マスタープランでは、本町が、隣接する高松市のベッドタウンとして発展し

てきた側面を踏まえた上で、高松市が有する広域拠点、地域拠点等との連携、役割分担

を図りながら、高松広域都市圏として機能するまちづくりを進めることを示しています。 

 

 

 

図 1.2 高松広域都市圏における都市構造概念図 

 

出典：三木町都市計画マスタープラン 
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2) 将来都市構造 

集約型都市構造の実現に向け、町役場周辺に都市機能の集積を図り、それを取り巻く

地域が特色を持ちながら相互に連携し、一体的な発展を目指した都市づくりを行うこと

を掲げています。このようなまちづくりの方向を踏まえ、都市構造の要素として、「拠点」、

「軸」、「ゾーン」を設定した上で、将来都市構造を以下のように示しています。 

また、町内の拠点間は主にコミュニティバスを利用して連携を図るようにすることが

位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 将来都市構造図 

出典：三木町都市計画マスタープラン 
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⚫ 第２期三木町まち・ひと・しごと創生総合戦略：令和３年３月策定 

総合戦略は、人口減少の克服と将来にわたって活力ある地域社会を維持することを目

的として、町の実績に即した目標や施策の基本的方向、具体的な取組を示すものです。

第２期三木町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、総合計画と一体となって策定してい

ますので、人口減少対策や地域の活性化につながる取組だけでなく、行政分野全体の施

策方針や目標を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少を抑制する戦略 

【基本目標１】ふるさとの活力を育む産業創成戦略 

【基本目標２】ふるさととのつながりを育み活かすまちづくり戦略 

【基本目標３】子育てしやすい教育のまちづくり戦略 

人口減少社会に対応する戦略 

【基本目標４】健やかで心豊かなまちづくり戦略 

【基本目標５】やさしく安全な郷土をつくるまちづくり戦略 

図 1.4 総合戦略で掲げる目標 

  

《計画期間》 

令和３年度から令和７年度までの

５年間 

※令和７年度中に第３期総合戦略を策定予定 

公共交通利便性の向上 

「持続可能な公共交通サービス

の導入」を掲げている 

出典：第２期三木町まち・ひと・しごと創生総合戦略 
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⚫ 都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会：平成 30年 10月～開催 

国土交通省が主催の都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会において、新たな

モビリティサービスの導入について、地方郊外・過疎地型では、住民視点での持続可能

なサービスの設計や住民を巻き込む仕組み等に取り組むべき、と示されています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5 将来都市構造図  

出典：国土交通省 都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会 中間とりまとめ（概要） 
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⚫ 地域の公共交通リ・デザイン実現会議：令和５年９月～開催 

国土交通省は、公共交通の現状や将来における課題を以下のように捉えています。 

○人口減少に伴う病院の統廃合・移転、学校の統廃合等のほか、高齢者の免許証の自主返

納等により、日常生活における「移動」の問題が深刻化 

○交通分野だけでなく、様々な分野における人手不足等の課題が顕在 

○地域によっては公共交通事業者のみでは、旅客運送サービスを維持することが限界 

 

関係省庁の連携の下、デジタルを活用しつつ、交通のリ・デザインと地域の社会的課題

解決を一体的に推進するため、「デジタル田園都市国家構想実現会議」の下に「地域の公

共交通リ・デザイン実現会議」を立ち上げました。 

 

 

図 1.4 地域公共交通の「リ・デザイン」とは 

 

出典：国土交通省 地域公共交通の「リ・デザイン」に関する制度について 

-地域公共交通の「リ・デザイン」の全国での早期実装に向けて- 
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 三木町の現状 

（１） 人口 

1) 年齢階層別将来人口の推移 

本町の人口は、2005 年をピークに減少傾向にあります。 

年少人口割合と生産年齢人口割合が減少する中、老年人口割合は著しく増加して

おり、今後もこの傾向が続くと予想されています。 

    

 

 

    

図 2.1 三木町の年齢階層別将来人口の推移 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口 
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2) 人口分布 

人口は、ことでん沿線地域や氷上に集中しており、小蓑、奥山、朝倉、鹿庭につ

いては、高齢者人口の割合が突出しています。 

 

  

図 2.2 総人口                    図 2.3 高齢化率 

       出典：国勢調査（令和 2 年）              出典：国勢調査（令和２年） 

 

 

図 2.4 地域別高齢者人口割合 

出典：三木町 
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（２） 地域構成 

1) 土地利用と施設立地状況 

本町の南北は山に囲まれており、鉄道が運行する平野部が、病院や商業施設等の

都市機能が集積している地域となっています。 

 

 

図 2.5 土地利用と施設立地状況 

出典：国土地理院 
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2) 道路網 

南北方向は町内全域に道路網が存在するものの、東西方向については、高松長尾

大内線や三木綾川線など、平野部に集中しています。 

 

  

図 2.6 道路網 
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（３） 地域住民の外出状況 

⚫ 町内全体の外出状況 

ここからは、地域住民の外出状況について整理します。 

1) 代表交通手段分担率 

地域住民の外出時の主な交通手段は、自動車が約７０％を占めており、バス・鉄道

の利用は少ない状況です。 

 

図 2.7 代表交通手段分担率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 

 

2) 年齢階層別自動車免許保有率 

地域住民は自動車免許の保有率が高く、20 代～60 代は約 90％が保有しており、

70 代以上についても半数が保有している状況です。 

 

図 2.8 年齢階層別自動車免許保有率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 
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3) 年齢階層別自動車免許保有別の外出率 

外出率をみると、年齢があがるにつれ、外出率は低下する傾向にあり、自動車免許

保有者の方が外出率は高い傾向にあります。 

 

 

図 2.9 年齢階層別自動車免許保有別の外出率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 

 

4) 時間帯別外出割合※とコミュニティバス運行本数 

外出ピーク時間帯は、地域全体では 7 時台と 17 時台が多く、高齢者は 10 時台

が多くみられます。これらの外出ピーク時間帯において、最低限の運行本数を確保し

ているものの、コミュニティバスを通勤・通学時に利用するには厳しい状況にありま

す。 

 

 

図 2.10 時間帯別外出割合とコミュニティバス運行本数 

出典：三木町、高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 
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※外出割合とは、人口に対する外出した人の割合のことをいう。 
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5) 地域住民の外出先となる地域 

地域住民の主な外出先として、中心部である氷上が突出しており、次いで鹿伏や池

戸への移動が多くなっています。 

目的地上位 3 地域への外出目的割合は、大半が買い物と通院となっています。 

 

  

図 2.11 三木町民の外出先となる地域          図 2.12 三木町の主な施設 

出典：住民アンケート調査（令和元年） 

 

≪1 位：目的地が「氷上」の外出≫       ≪2 位：目的地が「鹿伏」の外出≫ 

  

 

≪3 位：目的地が「池戸」の外出≫ 

 

図 2.13 目的地上位 3位への来訪者の外出目的割合 

出典：住民アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 高齢者に着目した外出状況 

 ここからは、地域に住む高齢者の外出状況について整理します。 

1) 地域別外出頻度 

外出が高頻度の地域は、ことでん沿線の中心部が多く、南北の山間部は外出頻度が

低い状況にあります。 

 

図 2.14 地域別外出頻度（60歳代以上）  

出典：住民アンケート調査（令和元年） 
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2) 買い物・通院する上で不便（不満）と感じること 

買い物や通院する上で不満と感じることについて、「公共交通機関がない」、「タク

シー料金等が高い」という回答の割合が、山間部の地域で高くなっており、特に、奥

山は突出して多い傾向にあります。 

 

≪公共交通機関がない≫          ≪タクシー料金等が高い≫ 

    

図 2.15 買い物・通院する上で不便（不満）と感じること（65～75歳） 

出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年） 

 

 

3) 自動車運転に対する考え 

高齢者ドライバーの中には、自動車運転に恐怖心を感じている人が多く、免許返納

後は、タクシーやコミュニティバス、電車といった公共交通に頼らないと生活できな

い状況にあります。 

 

      

図 2.16 自動車運転による恐怖心（65～75歳）      図 2.17 免許返納後の交通手段（65～75歳） 

出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年）            出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年） 
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（４） 公共交通の状況 

⚫ 路線バスのサービス状況 

1) 路線バス網図 

路線バスは、高松市から東かがわ市までを結ぶ大川バスの引田線が、町内の中央部

を横断し、隣接する市間の移動を支える交通として運行しています。 

 

 

図 2.18 路線バス網図 
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2) サービス内容 

路線バスは、毎日運行しており、6 時台～20 時台まで、平日は、1 日あたり上下

各 19 本、1 時間当たり 1～2 本、休日は、1 日あたり上下各 8 本、1 時間当たり

1 本の運行となっています。 

 

表 2-1 路線バスのサービス内容 

路線バス 

運行曜日 毎日 

乗車料金 170 円～1,100 円(高松⇔引田) 

定期乗車券 
通勤：1 か月定期 6,120 円～38,160 円、３か月定期 17,440 円～108,760 円 

通学：1 か月定期 3,060 円～10,980 円、３か月定期 8,720 円～31,290 円 

車両 ノンステップバス 

運行本数 平日：上り・下り各 17 本/日 休日：上り・下り各 9 本/日 

備考 各種割引サービスあり 

 

出典：大川自動車㈱ 

≪平日≫                 ≪休日≫ 

   

図 2.19 路線バス時間帯別運行本数 

 

3) 満足度 

路線バスの利用者の満足度は、運行本数や運行時間帯、所要時間に関して不満度が

高い傾向にあります。 

 

図 2.20 路線バス利用者満足度 
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出典：大川自動車㈱ 

 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ コミュニティバスのサービス状況 

1) コミュニティバス網図 

コミュニティバスは、全 5 コースにより町内全域を網羅し、町内の主要公共交通

となっています。 

 

 

図 2.21 コミュニティバス網図  
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2) サービス内容 

コミュニティバスは、平野部と山南部に分かれており、人口が集中している平野部

は日祝を除いて毎日運行していますが、山南部は 2 コースが隔日で運行しています。

買い物・通院目的の移動は、土曜日の移動が多くなっていますが、山南地区ではコミ

ュニティバスは運行していない状況です。 

 

表 2-2 コミュニティバスのサービス内容 

コミュニティバス 

 平野部コミュニティバス 山南地区デマンド型バス 

運行曜日 月曜日～土曜日 
【小蓑・朝倉】火曜日、金曜日 

【奥山・鹿庭】月曜日、木曜日 

運行形態 定時定路線 デマンド型（事前電話予約制） 

乗車料金 小学生以上 200 円 

車両 

ハイエース２台 最大 10 名/台 

舞ちゃん号 

池戸、神山、井戸・下高岡(右) 

幸ちゃん号 

北部循環、田中、井戸・下高岡(左) 

ハイエース 最大９名 

運行本数 26 本/日 最大３本/日 

備考 
コミュニティバス間での乗継無料 

IruCa カード利用で各種割引サービスあり 

≪平野部≫                            ≪山南地区≫ 

 

図 2.22 コミュニティバス時間帯別運行本数 

 

 

図 2.23 移動人数の曜日構成  
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3) 高齢者の地域別最寄りのバス停までの移動時間 

地域別最寄りのバス停までの移動時間について、平野部の地域において、15 分以

上の割合が多くなっています。一方で、山南部の地域において、5 分以内の割合が多

く、特に、奥山地域においては、移動時間が 3 分以内の割合が最も多い状況です。 

地域高齢者全体でみると、5 分以内の割合が約 50％を占めているものの、地域全

体の平均である約 55％よりは低い状況です。 

 

 

図 2.24 高齢者の地域別最寄りのバス停までの移動時間 

出典：三木町住民アンケート調査（令和元年） 

 

4) 満足度 

コミュニティバスの利用者の満足度は、運行本数や運行時間帯、運行ルートに関し

て不満度が高い傾向にあります。 

 

図 2.25 利用者の満足度 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 公共交通の利用状況 

1) 公共交通利用者の属性 

公共交通利用者は、大半が 70 代以上となっており、自動車運転免許を持っていな

い人の割合が大半を占めています。 

■年齢構成                      ■自動車運転免許保有状況 

         
図 2.26 公共交通利用者の属性 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 

 

2) コミュニティバスの利用者流動 

コミュニティバスの利用者は、学園通り駅が含まれる鹿伏を中心とした流動が多

く、特に、鹿伏‐池戸間が多くなっています。また、南部に位置する朝倉、小蓑、奥

山においては、氷上を中心とした流動がみられます。 

 

図 2.27 コミュニティバスの利用者流動 

出典：三木町コミュニティバス乗降調査（令和元年） 

10代, 6%
30代, 2%

40代, 6%

50代, 6%

60代, 11%

70代, 22%

80代以上, 
48%

(n=54) (n=51)

井上

下高岡

井戸

鹿庭

小蓑
奥山

田中
氷上

平木

上高岡

朝倉

3～5
5～10
10～15
15～20
20～

池戸

鹿伏

移動量（トリップ）



23 

3) 今後の公共交通のニーズ 

公共交通に関して、新規バス路線やデマンド交通のような新たなサービスの導入が

求められています。また、利用者からは、運行本数やバス停環境に関するニーズが多

くみられます。 

 

 

 

図 2.28 今後の公共交通のニーズ 

出典：三木町住民アンケート調査、三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 公共交通事業の状況 

1) 路線バスの利用状況と収支状況 

路線バス（大川バス引田線）の年間利用者数は、コロナ禍以降はほぼ横ばいを維持

しており、収支率も令和３年度以外は 50％前後となっています。 

 

 
              図 2.29  路線バスの利用状況 

出典：大川自動車㈱ 

 

2) コミュニティバスの利用状況と収支状況 

利用者数は、平野部コミュニティバス・山南地区デマンド型バスのどちらも減少傾

向にあります。 

平野部の収支率は減少傾向にあり、また、山南地区は収支率がやや増加傾向にある

ものの、いずれも 10％を切っており、厳しい経営状況にあります。 

 

≪平野部コミュニティバス≫        ≪山南地区デマンド型バス≫ 

図 2.30 コミュニティバスの利用状況と収支状況 

  

出典：三木町 
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3) コミュニティバスの運賃支払方法 

平野部における運賃の支払い方法は IruCaなどの交通系 ICカードがメジャーとな

っています。その割合は年々上昇しており、令和６年度には現金支払いの２倍以上の

割合になっています。なお、その他には自動車運転免許返納者に発行する無料乗車券

などが含まれています。 

 

 

 

図 2.31 コミュニティバスの運賃支払方法（平野部） 

 

4) コミュニティバスの利用者層 

交通系 IC カードの種類別利用者数を見ると、シニア IruCa（65 歳以上のみ利用

可）などの高齢者用のカードの割合が約４割となっています。一般（大人）の IC カ

ードを使用する高齢者の存在や IC カード以外の運賃支払方法を考慮すると、主な利

用者は高齢者であることが分かります。 

 

 

図 2.32 コミュニティバスにおける交通系 IC カード種類別利用数（平野部）  

出典：ことでんバス㈱提供データ 

出典：三木町 
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 三木町の交通問題・課題 

本町が抱える交通問題・課題を整理すると、以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三木町が抱える交通問題 

 

三木町の概況 

町内交通はコミュニティバスにより全域を補完する 

人口減少 鉄道と路線バスが東西方面に広域移動を担う 

主要となる生活公共交通はコミュニティバス 

ことでん沿線に主要施設が立地する 

南北を山間部に囲まれ、中心部に都市

機能が集積する 

人口 土地利用 交通環境 

 

三木町の外出状況 

外出環境 

 高齢者の外出環境 

 

三木町の公共交通 

公共交通サービス状況 

代表交通手段は自動車が大半を占める 

自動車免許保有者の方が外出率が高い 

中心部に比べ、山間部の外出頻度が低い 

公共交通が少なく、外出を困難に感じている 

自動車が無いと外出しにくい環境にあり、今

後の移動手段として公共交通は必須である 

中心部への買い物・通院目的の外出が多い 

自動車運転に恐怖を感じている 

バス同士や電車との接続が悪い 

山間部の運行日が少ない 次便までの間隔(待ち時間)が長い 

外出ピーク時の本数が少ない 

サービスとニーズの不一致 

 

 

公共交通利用状況 

公共交通事業の状況 

収入が少なく、収支率が低い 

公共交通の維持が困難 

満足度は全体的に低い 

交通事業者における人材不足 

利用者数は減少傾向 

高齢者の外出頻度は特に低い 

主な利用者は高齢者 

三木町が抱える交通課題 

高齢化が著しい 

高齢者の移動手段 

となる交通の確保 

・高齢化の進行を見据え、自動車がなくても生活しやすい交通環境を図る必要がある 

・生活・暮らしを支える移動環境を確保する必要がある 

・町の活力向上に向けた、交流促進が図られる交通体系の構築が必要である 

現行のコミュニティ 

バスの見直し 

・ニーズに合わせた地域公共交通の構築が必要である 

・地域に見合う、持続可能な公共交通サービスを提供する必要がある 

高齢者が生活しにくい移動環境 コミュニティバスのサービスが非効率 

リピーターが多い 
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 三木町地域公共交通計画がめざすもの 

（１） 本町における地域公共交通のめざす将来像・基本理念 

本町におけるまちづくりの方向性や公共交通の課題等を踏まえ、持続可能な公共交通ネ

ットワークの実現に向けて、本町がめざす将来像および、地域公共交通の基本理念を次の

ように設定します。 

 

 

 

 

 

 

  

三木町がめざす将来像 

三木町と高松市、さぬき市を結ぶ東西軸を基幹公共交通軸として位置付けます。 

広域拠点へのアクセス性や拠点間の周遊性を確保するための高いサービスをめざします。 

主に山間部の交通不便エリアから基幹公共交通軸へのアクセスとなる枝線を支線交通軸として位置

づけます。現在は、コミュニティバスが担っています。 

中心エリアと生活交通エリアを結び、町内の生活に必要な最低限の移動を支える交通を生活交通軸

として位置づけます。 

・基幹公共交通軸 

・支線交通軸 

・生活交通軸 

地域住民・交通事業者・行政が連携し、 

みんなで ”つくり・つかい・育てる” 公共交通網の形成 

井上池戸
北部

下高岡
北部

井戸
南部上高岡

朝倉 鹿庭

小蓑 奥山

田中

平木

鹿伏

氷上
南部

池戸
南部

下高岡
南部

氷上
北部

高
松
市

さ
ぬ
き
市

井戸
北部

 基幹公共交通軸 
支線交通軸 
生活交通軸 

中心エリア： 

主要施設が立地し、各地域からのアク

セス性が必要なエリア 

生活交通エリア： 

人口分布があることから、生活交通の確

保が必要なエリア 

交通不便エリア： 

人口が少ない山間部であり、公共交通

利用が不便なエリア 

基本理念 
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（２） 本町における地域公共交通の基本方針 

本町が抱える交通課題や、まちづくりの方向性を踏まえた地域公共交通の基本方針は、

次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通をより身近なものに】 

 持続可能な公共交通を実現するには、地域住民が公共交通に対

し愛着を持ち、公共交通が使われ続けることが重要です。そのために

は、地域住民一人ひとりが公共交通を身近に感じるとともに、そのよ

うな公共交通を積極的に利用しようとする気運を醸成することが必

要です。 

 そのためには、利用者である地域住民の意識だけでなく、サービスを

提供する交通事業者、まちづくりを推進する行政が連携し（官民連

携）、公共交通利用促進策として、様々なキャンペーンや啓発活動

を実施することで、 地域の公共交通をより良いものにしていきます。 

 

【地域住民・利用者ニーズに合わせたサービス提供】 

 町内における地域住民の外出目的として、買い物・通院目的が大

半を占めています。 

 また、高齢者を対象としたアンケート調査結果から、外出時の交通

手段として自動車利用の割合が大半を占めている一方、自動車運

転による不安を感じている人が半数以上を占めています。 

 このような現状やニーズを踏まえ、高齢者をはじめ、誰もが使いやす

い、必要最低限の移動手段を確保することで、生活しやすい交通環

境を創出します。 

 

三木町がめざす 

まちづくりの実現 

【効率的かつ、持続性の高い公共交通の運行】 

 自動車運転に不安を抱えている高齢者や、自動車を運転できずに

外出するのが困難な高齢者が多く、今後のさらなる高齢化を見据え

ると、生活に必要最低限の移動を、公共交通により可能とする環境

づくりは喫緊の課題です。 

 そのために、今後、限られた財源の中で、地域の需要や移動の仕

方を踏まえ、地域に見合った公共交通サービスの提供を行います。 

 更には、地域住民が公共交通を利用する生活を浸透させるには、

長期にわたる運用が必要であることから、交通施策として実現性があ

り、持続性の高い取り組みを実施します。 

 

交通課題 

まちづくり 

基本方針 

高齢者の移動手段 

となる交通の確保 

現行の 

コミュニティバスの見直し 
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（３） 計画の区域 

三木町全域を対象とします。 

 

（４） 補助系統の地域公共交通における位置付け・役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置付け 系統 役割 確保・維持策 

幹線 
ことでん 長尾線 広域拠点へのアクセス性や拠点間の周遊性を確

保するための高いサービスを担う。 

交通事業者と協議の上、一

定以上の運行水準を確保 大川バス 引田線 

支線 

池戸コース 

学園通り駅を発着地として、町内各地域

を運行し、軸となる幹線や地域拠点に接

続する。 

地域公共交通確保維持

事業（フィーダー補助）

を活用し持続可能な運

行をめざす。 

神山コース 

井戸・下高岡コース 

北部循環コース 

田中コース 

奥山・鹿庭コース 三木町役場を発着地として、町内の主に

山南地区を運行し、軸となる幹線や地域

拠点に接続する。 小蓑・朝倉コース 

井上

池戸

下高岡

井戸

上高岡

朝倉

鹿庭

小蓑

奥山

田中

平木

鹿伏

氷上

高松自動車道

11

193

38

37
42

10

13

42

12

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

その他市道等

幹線系統 
ことでん 長尾線 

大川バス 引田線 

北部循環コース 

【補助対象 
フィーダー系統】 

池戸コース 
【補助対象 

フィーダー系統】 

井戸・下高岡コース 

【補助対象 
フィーダー系統】 

田中コース 
【補助対象 

フィーダー系統】 

神山コース 
【補助対象 

フィーダー系統】 

奥山・鹿庭コース 
【補助対象 

フィーダー系統】 

小蓑・朝倉コース 
【補助対象 

フィーダー系統】 
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（５） 地域公共交通確保維持事業の必要性 

・池戸コースは、平野部の北西部を運行するコースであり、利用ニーズの多い香川大学医学部附属

病院、讃陽堂松原病院、小山眼科などの主要な病院施設を運行することで、住民の方の通院等の日

常生活行動での利用や、学園通り駅を起終点にすることで他モードへの接続を行うことから通勤通

学などの利用も可能となると同時に、学園通り駅周辺の商業施設にもアクセスが可能なことから買

い物でも利用でき、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一方で、

運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必

要がある。 

 

・神山コースは、平野部の南東部を運行するコースであり、地域拠点である神山公民館から住宅街

を連絡するコースであり、病院への接続及び学園通り駅周辺の商業施設にもアクセスが可能なこと

から買い物でも利用でき、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一

方で、運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持

する必要がある。 

 

・井戸・下高岡コースは、平野部の東部を運行するコースであり、ことでん白山駅、井戸駅、公文

明駅に接続しており、町内でも利用ニーズの多い、大幸医療センター、きただい医院、中原医院、

三木ふじた医院などの主要な病院施設を運行するため、住民の方の通院等の日常生活行動での利用

や、学園通り駅を起終点にすることで他モードへの接続を行うことから通勤通学などの利用も可能

となる。また、学園通り駅周辺の商業施設にもアクセスが可能なことから買い物でも利用でき、公

共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一方で、運営努力だけでは路線

の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

・北部循環コースは、平野部の北部を運行し、利用ニーズの多い香川大学医学部附属病院、讃陽堂

松原病院、小山眼科などの主要な病院施設や老人福祉施設であるあけぼの荘に連絡するコースであ

り、起終点を学園通り駅にすることで周辺の商業施設にもアクセスが可能なことから買い物でも利

用でき、さらに他モードへの連絡も可能であるため、公共交通ネットワークを構築する上で特に重

要な役割を担っている。一方で、運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事

業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

・田中コースは、平野部の南西部を運行し、住宅街から地域拠点施設である田中公民館に連絡する

コースであり、利用ニーズの多い小山眼科などの病院施設への接続されている。また、起終点を学

園通り駅にすることで周辺の商業施設にもアクセスが可能なことから買い物でも利用でき、さらに

他モードへの連絡も可能であるため、公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っ

ている。一方で、運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を

確保・維持する必要がある。 

  



31 

・奥山・鹿庭コースは、山南地区の東部を運行し、学園通り駅を経由地とすることで周辺の商業施

設にもアクセスが可能なことから買い物でも利用でき、さらに他モードへの連絡も可能であるため、

公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一方で、運営努力だけでは路

線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

・小蓑・朝倉コースは、山南地区の西部を運行し、学園通り駅を経由地とすることで周辺の商業施

設にもアクセスが可能なことから買い物でも利用でき、さらに他モードへの連絡も可能であるため、

公共交通ネットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。一方で、運営努力だけでは路

線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

 

 

 

（６） 補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

 

系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体 補助事業の活用 

ことでん 

長尾線 
高松築港駅 高田駅 長尾駅 

鉄道事業法第三条 

第一種鉄道事業 
路線定期運行 

高松琴平電気

鉄道株式会社 
－ 

大川バス 

引田線 
高松駅 三木町役場前 引田 

一般旅客自動車

運送事業４条 
路線定期運行 

大川自動車 

株式会社 

幹線系統補助 

車両減価償却費補助 

池戸 学園通り駅 深谷 学園通り駅 
78 条市町村

有償運送 
路線定期運行 三木町 

フィーダー補助 

車両購入費補助 

神山 学園通り駅 森橋 学園通り駅 
78 条市町村

有償運送 
路線定期運行 三木町 

フィーダー補助 

車両購入費補助 

井戸 

下高岡 
学園通り駅 大幸医療センター前 学園通り駅 

78 条市町村

有償運送 
路線定期運行 三木町 

フィーダー補助 

車両購入費補助 

北部循環 学園通り駅 三木インター 学園通り駅 
78 条市町村

有償運送 
路線定期運行 三木町 

フィーダー補助 

車両購入費補助 

田中 学園通り駅 農村運動広場前 学園通り駅 
78 条市町村

有償運送 
路線定期運行 三木町 

フィーダー補助 

車両購入費補助 

奥山・鹿庭 三木町役場 中山 三木町役場 
78 条市町村

有償運送 
路線不定期運行 三木町 フィーダー補助 

小蓑・朝倉 三木町役場 小蓑下所 三木町役場 
78 条市町村

有償運送 
路線不定期運行 三木町 フィーダー補助 
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（７） 計画の期間 

本計画の期間は、令和７年 10 月から令和 12 年９月までの 5 年間とします。 

 

（８） 計画の目標 

⚫ 目標指標の設定の考え方 

基本方針に基づき、評価するための指標及び目標値を設けることで、目標の達成度合い

を定量的に評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

基本方針 

効率的かつ、持続性の

高い公共交通の運行 

地域住民・利用者の 

ニーズに合わせた 

サービスの提供 

目標③公共交通による収支の改善 

公共交通の運営にあたり、地域住民・交通事業者・行政の連携により

支え合うことで公共交通網を維持していくことを目指します。これにより、

公共交通の収支が改善されることを評価します。 

目標②公共交通に対する満足度の向上 

公共交通サービスの向上により、地域住民が公共交通を利用しやすく

なる環境を目指します。これにより、利用者の満足度が高まることを評価

します。 

地域住民・交通事業者・行政が連携し、 

みんなで“つくり・つかい・育てる”公共交通網の形成 
基本理念 

目標 

公共交通を 

より身近なものに 

目標①地域住民の公共交通利用者数の増加 

地域住民が公共交通を身近に感じ、実際に目にしたり利用したりする

機会が増えることを目指します。これにより、地域住民の公共交通の利

用回数が増加することを評価します。 
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（９） 目標を達成するために行う取組みの全体像 

計画目標の達成に向け、地域の関係者と連携しつつ、三木町が主体となり以下の取組み

を実施します。 

  

実施施策 基本方針 

効率的かつ、 

持続性の高い 

公共交通の運行 

地域住民・利用者

のニーズに合わせた 

サービス提供 

 

公共交通を 

より身近なものに 

【施策①-3】 

観光・教育・福祉分野などと連携したモ

ビリティマネジメント 

 

【施策②-1】 

コミュニティバス（定時定路線）の見直

し 

【施策②-2】 

MaaSの検討 

【施策③-1】 

地域住民対象の満足度調査の実施 

【施策③-2】 

車内での利用者への聞き取り調査の実

施 

【施策④-1】 

交通 DX、交通 GXの検討 

【施策④-2】 

運行のスリム化・効率化または新たな運

行形態の検討 

 

【施策①-1】 

特定施設利用者復路無料チケット発行   

【施策①-2】 

自動車運転免許返納者に対する無料

乗車券の発行 

 施策① 

地域公共交通を利用する

機会の創出 

 施策② 

新たな地域公共交通の形の

検討 

 施策③ 

地域住民・利用者の声を集

約 

 施策④ 

運行における手間・コストの

削減 

 

 施策⑤ 

運賃以外の収入の確保 

【施策①-4】 

需要に合わせた運行時刻・経路設定 

【施策⑤-1】 

広告料収入の確保 
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（１０） 目標を達成するために行う取組みの概要 

各取組みの実施時期と実施主体は次のとおりです。 

 

施策 

実施期間 実施主体 

短期 

（令和 8

年度～） 

中期 

（令和 9

年度～） 

長期 

（令和 11

年度～） 

三

木

町 
交

通

事

業

者 

地

域

住

民 

関

係

機

関 

【施策①-1】特定施設利用者復路無料チケット発行       ● ●  ● 

【施策①-2】自動車運転免許返納者に対する無料

乗車券の発行 
      ● ●   

【施策①-3】観光・教育・福祉分野などと連携したモビ

リティマネジメント 
      ● ●  ● 

【施策①-4】需要に合わせた運行時刻・経路設定       ● ●   

【施策②-1】コミュニティバス（定時定路線）の見直し       ● ●   

【施策②-2】MaaS の検討       ● ●   

【施策③-1】地域住民対象の満足度調査の実施       ● ● ●  

【施策③-2】車内での利用者への聞き取り調査の実

施 
      ● ● ●  

【施策④-1】交通 DX の導入・活用       ●  ●  

【施策④-2】運行のスリム化・効率化または新たな運

行形態の検討 
      ●  ●  

【施策⑤-1】広告料収入の確保       ● ●   

 

  

実施 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

計画 
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施策① 地域公共交通を利用する機会の創出 

取組方針 

 現在の地域公共交通の利便性や改善すべき箇所を多くの地域住民に感じてもらうため、

その第１歩として利用機会の創出に取り組みます。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

【施策①-1】特定施設利用者復路無料チケット発行 

 ・町内の病院への通院や商業施設に行く時は公共交通を利用する方が多いため、帰りの費用が不要になれ

ば、利用のハードルが下がり、公共交通利用者の増加が見込まれます。 

・各施設または町がチケット発行費用及び運賃を負担することになるため、どちらが適切か検討します。 

・その他町内施設と連携した取組や割引サービスについてもあわせて検討します。 

≪復路無料チケット例≫ 

出典：ベルシティ 
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施策① 地域公共交通を利用する機会の創出 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

【施策①-2】自動車運転免許返納者に対する無料乗車券の発行 

 ・自動車運転免許返納者に対する支援の一環として、無料乗車券または割引チケットを発行し、お渡しし

ます。定期的に支援内容や条件の緩和を検討し、地域住民のモビリティマネジメントを進めます。 

≪自動車運転免許返納者に対する公共交通割引チケット発行例≫ 

出典：三木町 
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施策① 地域公共交通を利用する機会の創出 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・令和４年に法人化した三木町観光協会やその他施設・団体などと連携し、観光やイベントの際に公

共交通でのアクセスを促進し、公共交通の PR・広報活動を行います。 

・社会福祉協議会などと連携し、自治会や老人会の開催に合わせて、自動車運転免許返納の促進活

動などを行い、免許返納支援制度の PR を行います。 

・町内の小・中学校、幼稚園などと連携し、交通事業者の協力のもと公共交通機関の乗り方教室を実

施し、日常生活で利用者となりにくい子どもたちが公共交通機関を体験できる場を設けます。 

・利用が多い施設を経路に含み、通院や買い物に便利な時刻・経路となるような地域公共交通をめざ

します。 

・通勤・通学における需要を量り、必要に応じて運行時刻を調整します。 

【施策①-3】観光・教育・福祉分野などと連携したモビリティマネジメント 

 

【施策①-4】需要に合わせた地域公共交通の運行時刻・経路設定 

 

出典：大川自動車 

≪バスの乗り方教室 例≫ 
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施策① 地域公共交通を利用する機会の創出 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

(令和 8 年度～) 

中期 

(令和 9 年度～) 

長期 

(令和 11 年度～) 

【施策①-1】特定施設利用者復路

無料チケット発行 

三木町、交通事業者、

関係機関 
実施 

【施策①-2】自動車運転免許返納

者に対する無料乗車券の発行 
三木町 実施 

【施策①-3】観光・教育・福祉分野

などと連携したモビリティマネジメント 

三木町、交通事業者、

関係機関 
計画 実施 

【施策①-4】需要に合わせた地域公

共交通の運行時刻・経路設定 
三木町 計画 実施 
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施策② 新たな地域公共交通の形の検討 

取組方針 

 地域に見合う地域公共交通網の構築に向けて、交通事業者や地域住民等と連携し、現在

運行中の地域公共交通であるコミュニティバスの見直しを検討します。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

【施策②-1】コミュニティバス（定時定路線）の見直し 

・既存の公共交通であるコミュニティバスが現在の地域住民のニーズに合致しているか確認するとともに、定時

定路線以外の運行形態の有用性を調査し、より多くのニーズに応えられる運行形態を目指します。 

 

出典：「なるほど！！公共交通の勘どころ」（九州運輸局 令和４年３月） 

≪ 地域公共交通の主な運行形態≫ 
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施策② 新たな地域公共交通の形の検討 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

・MaaS（Mobility as a Service）は、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズ

に対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を

一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、移

動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるものです。 

・香川県地域公共交通計画をふまえ、三木町において導入可能か調査するとともに、関連市町と連携

して検討を行います。 

【施策②-2】MaaSの検討 

 

出典：国土交通省 
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施策② 新たな地域公共交通の形の検討 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

(令和 8 年度～) 

中期 

(令和 9 年度～) 

長期 

(令和 11 年度～) 

【施策③-1】コミュニティバス（定時

定路線）の見直し 
三木町、交通事業者 計画 実施 

【施策③-2】MaaS の検討 
三木町、交通事業者、

関係機関 
計画 実施 
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施策③ 地域住民・利用者の声を集約 

取組方針 

 地域住民や利用者の意見を収集・分析し、それらを踏まえた公共交通の構築を目指しま

す。実際の利用者から生の声を集めることで、肯定的な意見を PR に活用するとともに、

指摘や要望等があれば改善を図ります。 

取組内容 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

(令和 8 年度～) 

中期 

(令和 9 年度～) 

長期 

(令和 11 年度～） 

【施策④-1】地域住民対象の満足

度調査の実施 

三木町、交通事業者、

地域住民 
計画 実施 

【施策④-2】車内での利用者への聞

き取り調査の実施 

三木町、交通事業者、

地域住民 
計画 実施 

  

【施策③-1】地域住民対象の満足度調査の実施 

・定期的にアンケート調査を実施し、現在の公共交通に対する満足度を５段階評価で評価していただ

きます。 

・どのような利用方法の人がどのような意見を持つ傾向にあるのか、アンケートと比べて少人数に対して細か

く分析します。 

・アンケートでは収集しづらい肯定的な意見を集約し、PR 時などに活用します。 

 

【施策③-2】車内での利用者への聞き取り調査の実施 

 

出典：三木町 
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施策④ 運行における手間・コストの削減  

取組方針 

 地域公共交通の運行における手間やコストのうち、削減可能なもの、またはより良いも

のへの置き換え可能なものは無いか検討することで、支出を抑え、収支率の改善を図りま

す。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策④-1】交通DXの導入・活用 

・すでに導入済みのバスロケーションシステムの認知度向上及びさらなる有効活用を図ります。 

・キャッシュレス決裁の導入や AI を活用した運行管理などのうち、本町のニーズに合致するデジタル技術の

実装を検討します。 

・運行実績やアンケート調査の結果を踏まえ、今と同水準のサービス提供が不要と判断されれば、全体的

な減便や特定の時間帯の運行廃止、または一定の利用者数が見込まれるルートのみの運行、利用がな

いバス停の廃止などを検討し・実施し、効率化を図ります。 

・あわせて、コストを押さえながら運行する定時定路線以外の新たな運行形態を模索し、本町の現状や地

域のニーズに合致するか確認の上、導入検討を進めます。 

【施策④-2】運行のスリム化・効率化及び新たな運行形態の検討 

≪ 【交通 DX】完全キャッシュレスバスの実証運行≫ 

出典：国土交通省 完全キャッシュレスバスの実証運行に係る報告書（概要） 



44 

施策④ 運行における手間・コストの削減 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和８年度～） 

中期 

（令和９年度～） 

長期 

（令和 11 年度

～） 

【施策④-1】交通 DX の導入・活用 三木町、地域住民 計画 実施 

【施策④-2】運行のスリム化・効率化

及び新たな運行形態の検討 
三木町、地域住民 計画 実施 
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施策⑤ 運賃以外の収入の確保 

取組方針 

運賃収入は利用者の増減に影響を受けるため、それ以外の収入源として広告料収入の確

保を目指します。 

取組内容 

 

 

 

 

 
 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

(令和 8 年度～） 

中期 

(令和 9 年度～） 

長期 

(令和 11 年度～) 

【施策⑥-1】広告料収入の確保 三木町 計画 実施 

  

【施策⑤-1】広告料収入の確保 

・町内外の企業・団体に対して、既存の広告制度の周知を積極的に行います。 

・必要に応じて制度の見直しを検討します。 

出典：三木町 
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（１１） 計画の達成状況の評価 

⚫ 目標指標の設定 

目標設定の考え方に基づき、目標指標を以下のように設定します。 

 

目標 指標 考え方 現況値 目標値 

目標① 

地域住民の公共交通

利用者数の増加 

地域公共交通利用者数 

地域公共交通利用者数につい

て、コロナ禍後も減少傾向にある

ため、平野部は５年前の利用者

数を目標値として設定し、山南

地区は、コロナ禍後の令和４年

度の利用者数を目標値として設

定することで、地域公共交通が

地域住民にとって身近なものに

なり、地域に根差すことをめざ

す。 

平野部： 

9,978 人/年 

山南地区： 

786 人/年 

（令和６年度） 

平野部： 

約 13,000 人/年 

山南地区： 

約 1,000 人/年 

 

※次ページに内訳を記載 

目標② 

公共交通に対する満

足度の向上 

公共交通に関するアンケ

ート調査における満足度 

定期的に実施する公共交通に

関するアンケート調査において、

現状の満足度を問う設問で、５

段階評価で１程度の向上を目

標値として設定し、誰もが利用

しやすい公共交通サービスの提

供をめざす。 

3.11 
（令和４～６年度の 

平均値） 

４ 

目標③ 

公共交通による収支

の改善 

地域公共交通の収支率 

地域公共交通の収支率につい

て、コロナ禍後も収支率は低下

傾向にあるため、平野部は、5 年

前の令和 2 年度の収支率への

回復を目標値として設定し、山

南地区は、現時点の平野部の

収支率を目標値として設定する

ことで、収入と支出のバランスが

取れる運営をめざす。 

平野部：7.6％ 

山南地区：4.9％ 

（令和６年度） 

平野部：約 11％ 

山南地区：約 8％ 

地域公共交通の自治体

負担額（歳出-歳入） 

地域公共交通の運行について、

持続的な運行を行う必要がある

ことから、多大な行政負担を是

正するため、歳出は令和６年度

水準の維持、歳入は令和６年

度比 50％の増加を目標値とし

て設定することで、行政運営の

健全化をめざす。 

約 18,000 千円 
（令和６年度） 

約 16,000 千円 

大川バス引田線の 

収支率 

コロナ禍後、収支率は一時的に

回復したものの、その後やや低下

傾向にあるため、コロナ禍前の令

和元年度水準への回復を目標

値として設定することで、収入と

支出のバランスが取れる運営を

めざす。 

 51.7% 
（令和６年度） 

約 55％ 
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【内訳】目標① 地域住民の公共交通利用者数の増加 における指標について 

 

《平野部》 

指標 コース名 現況値（人/年） 目標値（人/年） 

地域公共交通 

利用者数 

①池戸コース（右回り） 1,794 2,350 

②池戸コース（左回り） 1,691 2,200 

③神山コース（右回り） 633 800 

④神山コース（左回り） 1,194 1,550 

⑤井戸・下高岡コース（右回り） 483 650 

⑥井戸・下高岡コース（左回り） 499 650 

⑦北部循環コース（右回り） 866 1,150 

⑧北部循環コース（左回り） 583 750 

⑨田中コース（右回り） 693 900 

⑩田中コース（左回り） 1,542 2,000 

平野部合計 9,978 13,000  

 

《山南地区》 

指標 コース名 現況値（人/年） 目標値（人/年） 

地域公共交通 

利用者数 

⑪奥山・鹿庭コース 387 500 

⑫小蓑・朝倉コース 399 500 

山南地区合計 786 1,000 
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⚫ PDCAサイクルによる計画の継続的な改善 

本計画が最終ではなく、今回の計画（Plan）を基に、計画的な施策の実施（Do）、目

標に対する達成状況等の確認（Check）、確認を踏まえた上での見直し（Action）という

PDCA サイクルで進行管理を行い、本町に適した交通環境について、随時見直しながら

計画を深めていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2 年間単位の進捗管理・評価スケジュール 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会

主な行事

実施する

こと

各年度

②①

D

C

A

次年度事業計画の検討P

前年度事業評価に

基づく改善と反映

事業の実施

今年度事業の検証

A

実施状況の確認、評価、

課題の共有、改善検討

次年度予算要求計画認定申請 事業評価 二次評価

【内部環境】 

・公共交通利用状況の変化 等 

【外部環境】 

・周辺地域におけるまちづくりの動向 

・AI 等のデジタル技術の進歩 

・公共交通に関する法令の見直し 等 

→地域の公共交通を取り巻く環境の変化に 

伴い、随時確認・見直しを図る 

今後の確認・見直し 

図 4.1 PDCAサイクルのイメージ 
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⚫ 計画の推進体制 

施策の進捗管理や目標の達成状況、施策の妥当性・効果などの確認は、「三木町交通計

画推進協議会」で行うことで、地域住民・交通事業者・関係機関・行政が、各々連携を図

りながら、本計画に基づき、めざす将来像の実現に向けて施策を推進していきます。 

 

事業主体 役割 

三木町 

○本計画の進捗管理 

○関係者間の連携・調整 

○情報発信 

○計画内の事業の実施 

交通事業者 

○公共交通サービスの質の向上 

○利用状況等データの収集・共有 

○計画内の事業の実施（連携・協力） 

関係機関 
○関係者への情報発信 

○計画内の事業の実施（連携・協力） 

地域住民 
○公共交通機関の積極的な利用 

○アンケート等の調査への協力 

県 ○県や県内他市町の計画をふまえての助言 

国 
○専門的な見地からの助言 

○先進事例等の情報提供 

 

図 4.3 推進体制 
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